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この分析は、厚生労働省提供の地域包括ケア「見える化」システムデータを利用した分析です。 

集計方法の違い等により、市の公表している数値と一致しない場合があります。 

グラフの個別の数値と計が一致しない場合があります。 

地域包括ケア「見える化」システムデータで集計されていない項目は、できる限り最新のデータを使用しています。 

  



１．人口の推移 

 

 

 



 

令和 5 年 12 月に国立社会保障・人口問題研究所が公表した「日本の地域別将来推計人口」によると、2025 年の富良野市の人口は 18,707 人、高齢者人口は 7,095 人（高齢

化率 37.9％）となっており、2040 年には富良野市の人口は 14,290 人、高齢者人口は 6,458 人（高齢化率 45.2%）となっています。 

高齢者人口は 2020 年にピークを迎えたあと減少し、高齢化率は全国・全道より高い割合で推移し、2040 年には 45%に達すると推計されています。 

 

  



２．高齢化率 

 

令和５年における富良野市の高齢化率は 36.4%となっており、全国平均（29%）、全道平均（32.9%）を上回っています。 

上川管内の他市と比較して、旭川市（35.1%）、名寄市（32.9%）より高い数値となっています。 

  



３．高齢者を含む世帯の割合 

 

令和２年度における富良野市の高齢者を含む世帯の割合は 45.7%で、全国平均（40.7%）、全道平均（42.7%）を上回っています。上川管内の他市と比較して、旭川市・名寄市と

ほぼ同じ割合となっています。 

 



４．要介護認定率 

 

令和５年度の富良野市の認定率（第２号被保険者を含む）は 20.1%で、全国平均（19.7%）、全道平均（21.3%）とほぼ変わりありません。上川管内の他市と比較して、名寄市・士

別市と大きく変わりません。 

  



５．調整済認定率 

 

  調整済認定率とは、認定率の多寡に大きな影響を及ぼす「第１号被保険者の性・年齢構成」の影響を除外した認定率のことです。 

令和４年度の富良野市の調整済認定率は 18.4%となっており、全国（19%）、全道（20.5）%より低い数値となっています。 

 



６．調整済認定率（重度・軽度分布） 

 

令和４年度の富良野市の調整済重度認定率および調整済軽度認定率は、重度認定率 5.1%で全国（6.5%）、全道（5.7%）、上川管内３市を下回り、軽度認定率は 13.3%で全道

（14.8%）を下回るのものの、全国（1２.5%）を上回っています。 

  



７-１.受給率（施設サービス） 

 

 

令和５年度の富良野市の施設サービスは、全国（2.7%）、全道（2.7%）を上回り、上川管内４市でも士別市と並んで受給率 3.7%と高い数値となっています。 

  



７-２.受給率（居住系サービス） 

 

令和５年度の富良野市の居住系サービスは、全国（1.2%）、全道（1.8%）を大きく上回り、上川管内４市でも受給率 2.7%と最も高い数値となっています。 

  



７-３.受給率（在宅サービス） 

 

令和５年度の富良野市の在宅サービスは、全国（10.6%）、全道（9.9%）を下回り、上川管内４市でも受給率 7.8%と最も低い数値となっています。 

 

  



８.第１号被保険者１人あたり給付月額 

 

令和５年度の富良野市の第１号被保険者１人あたり給付月額は全国平均とほぼ変わらず、全道平均を上回っています。上川管内の他市と比較して、旭川市・士別市と大きく変

わりありません。 

  



９．第１号被保険者１人あたり給付月額（在宅サービス・施設および居住系サービス） 

 

令和５年度の富良野市の第１号被保険者１人あたり給付月額は、在宅サービスでは全国、全道平均より下回り、上川管内４市でも一番低い給付額ですが、施設および居住系

サービスでは大きく上回っています。 

 



（考察）富良野市の現状分析 

 

○高齢化率は全国平均および全道平均と比して高く、要介護認定率は全国平均を上回るものの全道平均より低くなっています。 

○上川管内４市の比較では、高齢化率、要介護認定率ともに極端に高くも低くもない状況です。 

○調整済認定率（「第１号被保険者の性・年齢構成」の影響を除外したもの）においては、全国平均、全道平均を下回る結果となっており、性別・年齢構成が要介護認定率に大き
く影響していることがわかります。 

○富良野市の調整済認定率の重度認定率および軽度認定率については、重度認定率は全国平均、全道平均、上川管内３市と比較して低く、軽度認定率は全道平均を大きく
下回るものの全国平均を上回っています。 

○サービス受給率では、施設サービス、居住系サービスともに全国平均・全道平均を上回り、上川管内４市でも一番高い数値となっています。反面、在宅サービスは全国平均・
全道平均を下回り、上川管内４市でも一番低くなっています。 

○第１号被保険者１人あたり給付月額は全道平均を上回るものの、全国平均を下回り、上川管内４市でも突出した数値ではありません。 

○サービス受給率でみられるとおり、第１号被保険者１人あたり給付月額でも施設サービス、居住系サービスは高く、在宅サービスは低い傾向が顕著です。 

 


